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１．公共施設のトイレについて町の考えは 

 

コロナ禍の影響や健康増進の運動としてウオーキングを取り入れる町民が増加しており本町のサ

イクリングコースは絶好の場所と考える。 

長時間ウオーキングをしているとたまに生理現象が起き、トイレを探すことがある。 

しかしながらサイクリングコース近辺には施設はあるがトイレ使用は難しいところがある。 

水辺スポーツ公園のトイレについては、休園日の木曜日には利用できない。 

町が設置している公園のトイレは 24時間利用が可能であるので水辺公園のトイレも他の公園同

様 24時間開放できないのか、またこのトイレについては指定管理業者が管理をしているがトイレの

施設自体が明らかに西側に傾いている町は承知しているのか。 

また、その近くにある県が設置し、町が受託している酒匂川ふれあい館には男女のトイレの他、

身障者トイレが設置されているが、利用可能な時間は土日の限られた時間しか利用できない。 

せっかく立派な施設がありながら運営されていない時間が多すぎ宝の持ち腐れのような気がする。 

また男子トイレが故障したため洋式トイレに変更されたが、女子トイレは和式のままである。 

公園のトイレを含み洋式への移行を図るべきと考えるが町の見解は。 


